
市
政
を
問
う
　
一
般
質
問
（
質
問
議
員
が
執
筆
し
て
い
ま
す
）

一般質問
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量
よ
り
質
、
高
付
加
価
値
、
満

足
度
を
重
視
し
た
施
策
に
取
組

み
ま
す
。
ま
た
半
田
運
河
エ
リ

ア
の
ま
ち
づ
く
り
に
繋
が
る
観

光
振
興
を
取
組
ん
で
い
ま
す
。

　
著
名
な
発
酵
デ
ザ
イ
ナ
ー

の
小
倉
氏
が
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
す

る「
発
酵
ツ
ー
リ
ズ
ム
東
海
」の

メ
イ
ン
会
場
の
一
つ
に
半
田
市

が
選
ば
れ
、
来
年
５
月
に
発
酵

の
魅
力
を
発
信
す
る
イ
ベ
ン
ト

を
催
し
ま
す
。
ま
た
愛
知
の
発

酵
食
文
化
の
魅
力
発
信
を
目
的

に
行
政
機
関
や
空
港
、
鉄
道
会

社
が
参
画
し
て「
愛
知
発
酵
食

文
化
振
興
協
議
会
」
が
設
立
さ

れ
、
半
田
市
は
幹
事
と
し
て
中

心
的
な
位
置
づ
け
と
な
り
広
域

連
携
も
考
え
な
が
ら
取
組
ん
で

い
き
ま
す
。

　
亀
崎
地
区
は
伝
統
や
歴
史
だ

け
で
な
く
古
民
家
等
を
活
か
し

た
店
や
旧
酒
蔵
を
リ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
し
た
飲
食
施
設
や
イ
ベ

ン
ト
な
ど
で
集
客
し
て
お
り
、

今
後
は
連
携
を
進
め
て
い
き
ま

す
。
ま
た
ガ
ス
ト
ロ
ノ
ミ
ー

ツ
ー
リ
ズ
ム
の
取
組
み
に
つ
い

て
、
観
光
客
だ
け
で
な
く
市
民

へ
の
周
知
と
利
用
も
図
っ
て
い

き
ま
す
。

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
等
と
連
携
し
、

既
存
の
制
度
や
支
援
体
制
を
市

民
や
事
業
者
に
広
く
周
知
す
る

こ
と
で
、
安
心
し
て
働
け
る
環

境
を
整
備
し
ま
す
。
ま
た
、
他
自

治
体
の
取
組
み
を
参
考
に
、
市

役
所
全
体
で
情
報
共
有
を
行

い
、
各
部
署
の
事
業
で
障
が
い

者
雇
用
促
進
に
つ
な
が
る
取
組

み
を
強
化
し
ま
す
。
奨
励
制
度

に
つ
い
て
は
、
現
時
点
で
独
自
制

度
は
設
け
ま
せ
ん
が
、
厚
生
労

働
大
臣
が
認
定
す
る
「
も
に
す

認
定
制
度
」の
周
知
や
他
自
治

体
の
取
組
み
を
参
考
に
、
有
効

性
を
調
査
研
究
し
ま
す
。

　
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て

一
般
就
労
さ
れ
た
方
の
支
援
と

し
て
、
就
労
定
着
支
援
事
業
が

あ
り
ま
す
。
加
え
て
、
今
年
度

か
ら
半
田
市
社
会
福
祉
協
議
会

が
愛
知
県
か
ら
受
託
し
た
「
知

多
地
域
障
害
者
就
業
・
生
活
支

援
セ
ン
タ
ー
」
が
あ
り
支
援
を

受
け
ら
れ
る
体
制
が
あ
り
ま

す
。
こ
れ
ら
の
制
度
を
周
知
し

て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
ア
ー
ル

ブ
リ
ュ
ッ
ト
展
で
、
出
品
者
の

創
作
意
欲
を
高
め
、
自
立
に
つ

な
が
る
芸
術
活
動
を
支
援
す
る

企
画
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　
現
時
点
で
は
独
自
の
認
証
制

度
等
は
設
け
ず
、
愛
知
県
の
動

向
を
見
な
が
ら
、
就
労
困
難
者

の
雇
用
促
進
に
向
け
た
啓
発
に

力
を
入
れ
ま
す
。

問
ガ
ス
ト
ロ
ノ
ミ
ー
ツ
ー

リ
ズ
ム
を
推
進
し
て
い

ま
す
が
、
ど
の
よ
う
に
取

組
ん
で
い
ま
す
か
。

半
田
市
が
進
め
て
い
る
観
光

施
策
の
取
組
み

　　
認
知
症
地
域
支
援
推
進
員
は

講
座
を
受
講
し
な
く
て
も
ユ
マ

ニ
チ
ュ
ー
ド
に
限
ら
ず
、コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
基
礎
知
識
や

対
応
方
法
は
習
得
し
て
い
ま

す
。
ご
家
族
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
推
進
す
る
中
で
、
必
要
な

方
に
は
認
知
症
地
域
支
援
推
進

員
か
ら
ユ
マ
ニ
チ
ュ
ー
ド
を
紹

介
す
る
な
ど
、
情
報
提
供
の
一
つ

と
し
て
活
用
し
て
い
き
ま
す
。

　
健
康
相
談
等
で
ヒ
ア
リ
ン
グ

フ
レ
イ
ル
の
概
念
を
周
知
し
て

い
き
ま
す
。
聴
力
ス
ク
リ
ー
ニ
ン

グ
を
実
施
す
る
考
え
は
あ
り
ま

せ
ん
。

問
社
会
的
企
業
で
あ
る

ソ
ー
シ
ャ
ル
フ
ァ
ー
ム
創

設
支
援
や
認
証
制
度
導

入
に
つ
い
て
の
見
解
を

伺
い
ま
す
。

問
障
が
い
者
雇
用
促
進
に

向
け
た
現
状
と
今
後
の

取
組
み
に
つ
い
て
の
見

解
を
伺
い
ま
す
。

問
障
が
い
者
の
活
躍
機
会

創
出
に
向
け
た
支
援
制

度
と
今
後
の
取
組
み
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。

就
労
困
難
者
の
雇
用
促
進

問
市
長
施
政
方
針
で
は
観

光
施
策
が
示
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
が
、
今
後
ど
の
よ

う
に
取
組
ん
で
い
く
考

え
で
す
か
。

誰
で
も
で
き
る
、
認
知
症
の
方

と
家
族
を
笑
顔
に
す
る
取
組
み

高
齢
難
聴
者
の
早
期
発
見
と
介

護
・
認
知
症
予
防
へ
の
取
組
み

問
難
聴
は
認
知
症
と
誤
認

さ
れ
た
り
、
社
会
的
孤

立
に
な
る
リ
ス
ク
が
あ

り
、
早
期
発
見
が
必
要

で
す
。
ヒ
ア
リ
ン
グ
フ
レ

イ
ル
の
概
念
を
市
民
へ

普
及
啓
発
し
、
耳
鼻
咽

喉
科
へ
の
受
診
を
促
す

た
め
、
ア
プ
リ
を
活
用
し

た
語
音
明
瞭
度
の
聴
力

ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
を
実

施
し
て
は
ど
う
で
す
か
。

問
現

在
の
ガ
ス
ト
ロ
ノ

ミ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
半

田
運
河
エ
リ
ア
が
中
心

で
す
が
、
日
本
酒
の
醸
造

所
が
２
社
あ
り
酒
蔵
や

串
あ
さ
り
な
ど
の
伝
統

食
か
ら
新
た
な
飲
食
店

も
展
開
さ
れ
る
亀
崎
地

区
な
ど
と
連
携
を
図
る

必
要
が
あ
り
ま
せ
ん
か
。

竹
内
功
治

（
創
造
み
ら
い
半
田
）

中
村
和
也

（
志
民
ネ
ッ
ト
）

坂
井
美
穂

（
公
明
党
）

問
認
知
症
の
方
と
家
族

を
笑

顔
に
す
る
ユ
マ

ニ
チ
ュ
ー
ド
は
、
相
手

に
「
あ
な
た
を
大
事
に

思
っ
て
い
る
」こ
と
を
伝

え
る
ケ
ア
技
法
で
、
認
知

症
の
方
の
行
動
・
心
理
症

状
の
改
善
や
介
護
者
の

負
担
軽
減
に
効
果
が
確

認
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
ず

は
認
知
症
地
域
支
援
推

進
員
が
ユ
マ
ニ
チ
ュ
ー
ド

認
定
サ
ポ
ー
タ
ー
講
座

を
受
講
し
、
ケ
ア
技
法

を
市
民
へ
広
く
普
及
し

て
は
ど
う
で
す
か
。


